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絵
Ｄ-
６-
８　
歩
擲
明
王　
二
九
・
四
㎝
×
四
七
・
三
㎝
（
図
８
）
大
正
蔵
本
五
〇
二
頁
中
、
図
は
五
〇
三
頁
№
二
二
八
に
相
当
※
ヲ
コ
ト
点
と
左
側
の
漢
数
字
は
朱
筆
、
そ
れ
以
外
の
訓
点
は
墨
書
次三
手
舒
掌
向
下
掌
中
有
火
焔
、 
次四
手
鉞
斧
、 
次五
手
玉
環
、
次六
手
指
〃上
有
輪
、
次七
拳
大
指
押
頭
指
側
、
次八
羂
索
、
次九
舒
五
指
仰
掌
○
十持次手
歟
弓
、 
左一
上
手三○
股
杵　
　
　
次二
剱
、
次三
掘□握歟
＊
１
円
石
、
次四
短
柄
槌
、
次五
兩
隻
＊
２
箭
、
次六
杖
、
次七
獨
古
、
次八
舒
掌
仰
、
頭
指
大
指
捻
契
、
次九
寶
棒
、
〃上
麁
＊
３
下
細
○
、　
〔
脚
〕
髪
散
赤
テ
色ナ
リ、
以
龍ヲ爲
鬘
瓔
珞ト、
利
牙
出
現
、
赤
色ナ
リ、
方
裙
赤
色
、
傘
蓋
前
有
魔
王
、
左
右
有
金
童
子
、
具
如
義
几
＊
４
云〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
几
＊
５
文
云
、
從
凡
入
佛
地
、
現
世
皆
成
就
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
云
、
一
心
帰
依
、
願
登
正
覺
等
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩
擲
明
王
〔
図
像
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
奥○
元
應
三
年
正
月
廿
七
日
一
交
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朱○
重
點
交
了　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
然
〔
脚
註
〕 
次十
舒
掌
／
向
下
、
掌
／
有
火
炎
、
／
此
一
句
脱
歟　
　
　
　
　
【
校
勘
】
１
掘□
→
握　
２
隻
→
候　
３
麁
→
廉　
４
几
→
軌　
５
几
→
軌
図８　絵 D-6-7　歩擲明王
」
〔
裏
書
〕
於
イ
ル
ヒ
ク 
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於イレ
ヲ
サ
ム
ト
ヨ
ム
ヘ
キ
歟
監
■
■
■
■　
　
　
　
和
名
書
云
、
ヲ
サ
ム　
カ
ゝ
ミ
ル
□
之
四
指
ノ
内
印
文
堅
ク
ニ
キ
テ
不
見
故
ニ
ヲ
サ
ム
ト
ヨ
ム
其
義
可
□
歟
」
― 85 ―
富岡重憲コレクションの別尊雑記断簡について
奥
書
と
印
に
つ
い
て
以
上
の
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
別
尊
雑
記
』
断
簡
の
う
ち
、
最
初
の
三
点
は
巻
第
一
（
両
界
五
仏
）
か
ら
取
ら
れ
た
三
部
分
で
、
絵
Ｄ-
６-
１
胎
蔵
大
日
が
全
巻
の
冒
頭
部
に
当
た
り
、
こ
こ
に
だ
け
押
印
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
高
山
寺
」
印
を
擦
り
消
し
た
上
に
「
僧
正
弘
基
」
印
を
捺
し
て
い
る
（
図
９
）。
次
の
絵
Ｄ-
６-
６
は
胎
蔵
界
五
仏
に
続
く
金
剛
界
五
仏
の
大
日
の
末
尾
部
分
で
あ
る
。
絵
Ｄ-
６-
３
不
空
成
就
如
来
は
当
巻
の
巻
尾
を
含
み
、
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
四
月
十
九
日
に
十
無
尽
院
の
御
本
を
も
っ
て
交
点
し
畢
っ
た
と
の
識
語
が
あ
る
。
そ
の
下
方
に
奥
書
よ
り
大
き
く
「
性
然
」
と
署
名
が
あ
る
が
、
水
で
暈
し
て
消
し
て
あ
る
（
図
10
）。
巻
第
十
三
は
大
正
蔵
本
に
よ
れ
ば
宝
楼
閣
に
始
ま
り
菩
提
場
ま
で
九
つ
の
経
法
を
収
め
る
が
、
図
像
は
宝
楼
閣
曼
荼
羅
二
種
と
菩
提
場
曼
荼
羅
の
二
か
所
の
み
で
あ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
二
幅
絵
Ｄ-
６
-
５
と
同
２
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
図
を
中
心
と
す
る
部
分
だ
け
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
、
奥
書
に
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
九
月
二
十
日
に
十
無
尽
院
の
御
本
を
以
て
写
し
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
四
月
六
日
に
伝
授
し
た
と
あ
る
。
奥
書
の
下
に
本
文
・
奥
書
よ
り
大
き
な
文
字
二
文
字
を
水
で
暈
か
し
て
消
し
て
あ
り
、
判
読
は
困
難
だ
が
、
残
る
痕
跡
か
ら
は
お
そ
ら
く
巻
一
、
巻
三
八
と
同
じ
く
「
性
然
」
と
推
測
さ
れ
る
（
図
11
）。
巻
三
八
は
元
来
、
円
満
金
剛
以
下
六
尊
を
収
め
る
が
、
図
像
は
隨
心
金
剛
・
無
能
勝
・
大
輪
金
剛
・
歩
擲
の
四
尊
の
み
で
あ
る
。
絵
Ｄ-
６- 
８
は
そ
の
う
ち
隨
心
金
剛
の
図
を
含
む
中
間
部
分
、
絵
Ｄ-
６-
４
は
無
能
勝
の
図
を
含
む
末
尾
と
次
の
大
輪
金
剛
の
冒
頭
部
分
、
絵
Ｄ-
６-
７
は
歩
擲
明
王
の
図
を
含
む
巻
末
部
分
で
あ
る
。
巻
末
に
は
元
應
三
年
（
一
三
二
一
）
正
月
二
十
七
日
に
一
校
し
た
旨
の
奥
書
と
、
擦
り
消
さ
れ
た
文
字
「
性
然
」
が
残
っ
て
い
る
（
図
12　
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
調
）。
『
別
尊
雑
記
』
は
仁
和
寺
本
の
他
に
鎌
倉
時
代
や
江
戸
時
代
の
写
本
が
数
か
所
に
現
存
し
て
い
る
が
、
真
鍋
俊
照
氏
等
の
研
究
に
よ
れ
ば
時
期
の
早
い
も
の
は
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
本
（
平
安
時
代
）
六
帖
、
唐
招
提
寺
本
（
永
仁
六
～
七
、
正
安
元
年
）
四
巻
、
仁
和
寺
蔵
本
（
了
厳
本
、
乾
元
元
～
嘉
元
二
年
）
三
四
巻
、
東
寺
宝
菩
提
院
本
（
元
応
二
年
～
元
亨
二
年
）
一
七
巻
（
た
だ
し
う
ち
三
巻
は
個
人
像
）
が
あ
る
と
い
う
（
註
4
）。
こ
の
う
ち
東
寺
宝
菩
提
院
本
の
現
存
す
る
巻
は
、
真
鍋
氏
に
よ
れ
ば
か
つ
て
個
人
像
で
あ
っ
た
が
昭
和
四
三
年
一
一
月
に
復
帰
し
た
と
い
い
、
そ
の
奥
書
が
同
氏
の
論
文
の
註
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
奥
書
の
年
代
は
正
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
か
ら
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
ま
で
あ
り
、
こ
の
間
に
書
写
・
点
交
あ
る
い
は
伝
受
し
た
も
の
で
、「
僧
正
弘
基
」
印
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
「
性
然
」
の
署
名
が
散
見
さ
れ
る
。
同
氏
の
論
文
註
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
第
二
七
巻
（
普
賢
）
の
奥
書
の
写
真
を
見
る
と
筆
跡
も
近
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
真
鍋
氏
の
別
の
論
考
で
東
寺
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
別
尊
雑
記
』
巻
三
二
（
不
動
）
も
、
奥
書
部
分
の
写
真
に
よ
れ
ば
、「
元
應
二
年
六
月
廿
四
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
點
交
了
」
と
あ
り
、
そ
の
次
の
行
に
擦
り
消
さ
れ
た
と
思
し
き
薄
い
「
性
然
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
（
註
5
）。
こ
れ
も
宝
菩
提
院
本
中
の
一
巻
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
奥
書
の
年
代
の
範
囲
、
高
山
寺
塔
頭
「
十
無
尽
院
」
の
本
を
校
合
に
用
い
、「
性
然
」
の
署
名
（
た
だ
し
い
ず
れ
も
消
さ
れ
て
い
る
）
を
有
す
る
こ
と
、「
僧
正
弘
基
」
の
押
印
と
い
う
共
通
項
か
ら
、
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
断
簡
は
い
ず
れ
も
東
寺
宝
菩
提
院
本
の
一
部
分
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以
上
の
奥
書
情
報
を
紀
年
の
早
い
順
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
（
★
は
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
断
簡
、
＊
は
真
鍋
氏
の
論
考
に
よ
り
追
図９　
巻1巻朱印
図10　
巻1署名
図11　
巻13署名
図12　
巻38署名
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加
。
※
の
「
性
然
」
は
別
の
写
真
図
版（
註
6
）
か
ら
読
み
取
っ
た
）。
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
宝
菩
提
院
本
の
残
欠
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
富
岡
美
術
館
所
蔵
品
で
あ
っ
た
時
か
ら
浅
井
京
子
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
註
7
）、
本
稿
で
は
そ
れ
を
追
認
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た（
註
8
）。
な
お
、
性
然
に
つ
い
て
は
『
続
群
書
類
従
』
第
二
六
輯
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
大
治
二
年
曼
荼
羅
供
次
第
」
の
奥
書
に
も
そ
の
名
が
み
え
、
そ
れ
に
よ
る
と
ま
ず
正
応
六
年（
一
二
九
三
）
五
月
下
旬
頃
に
方
便
智
院
の
御
本
を
も
っ
て
経
弁
と
い
う
人
物
が
書
写
し
、
そ
れ
を
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
十
二
月
九
日
に
他
人
に
写
さ
せ
、「
法
印
性
然
」
自
身
が
十
無
盡
院
の
御
本
を
も
っ
て
校
合
し
た
と
い
い
、
こ
の
時
年
齢
を
五
十
四
と
記
し
て
い
る（
註
9
）。
管
見
の
限
り
、
宝
菩
提
院
本
『
別
尊
雑
記
』
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
高
山
寺
と
の
関
係
は
特
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
巻
一
巻
頭
に
「
高
山
寺
」
印
（
五
・
二
×
一
・
六
㎝
）（
註
10
）
の
痕
跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
奥
書
に
頻
出
す
る
「
十
無
尽
院
」
は
栂
尾
高
山
寺
の
塔
頭
で
あ
り
、
先
述
し
た
「
大
治
二
年
曼
荼
羅
供
次
第
」
写
本
奥
書
に
も
十
無
盡
院
に
加
え
方
便
智
院
と
い
う
高
山
寺
の
塔
頭
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
性
然
」
は
高
山
寺
の
僧
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
高
山
寺
内
で
書
写
さ
れ
、
あ
る
時
点
ま
で
は
高
山
寺
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
「
高
山
寺
聖
教
目
録
」
な
ど
の
高
山
寺
の
目
録
類
に
は
見
当
た
ら
な
い（
註
11
）。
ま
た
「
高
山
寺
」
印
を
消
し
た
上
に
捺
さ
れ
て
い
る
「
僧
正
弘
基
」
印
（
四
・
三
×
一
・
五
㎝
）
に
つ
い
て
は
、
智
積
院
の
三
十
世
と
な
っ
た
弘
基
（
一
七
五
二
～
一
八
二
二
）
が
僧
正
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
十
九
世
紀
初
め
頃
に
捺
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
註
12
）。
真
鍋
氏
の
論
文
註
に
よ
れ
ば
宝
菩
提
院
本
『
別
尊
雑
記
』
の
ほ
と
ん
ど
の
現
存
す
る
巻
に
同
文
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
巻
三
二
不
動
の
冒
頭
の
写
真
に
も
同
印
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
宝
菩
提
院
本
は
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
は
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
高
山
寺
」
印
と
奥
書
の
「
性
然
」
は
「
僧
正
弘
基
」
印
を
捺
す
と
き
に
消
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
伝
来
の
詳
細
に
つ
い
て
は
東
寺
宝
菩
提
院
本
原
本
の
調
査
を
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
巻 
次
表　
　
題
奥　
　
書
一
〇
法
華
経
元
応
二
年（
一
三
二
〇
）六
月
十
五
日
点
交
了 
正
中
元
年（
一
三
二
四
）十
二
月
廿
五
日
奉
伝
受
了
三
二
＊
不
動
元
応
二
年（
一
三
二
〇
）六
月
廿
四
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
点
交
了
／
性
然
三
六
転
法
輪
菩
薩
・
鎮
壇
元
応
二
年（
一
三
二
〇
）七
月
九
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
交
点
了
四
三
水
天
元
応
二
年（
一
三
二
〇
）七
月
廿
二
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
交
合
了
／（
朱
筆
）後
日
加
点
了
五
一
大
黒
天
神
・ 
深
沙
元
応
二
年（
一
三
二
〇
）八
月
十
三
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
交
点
了
／
性
然
※
四
九
蘘
虞
梨
童
女
・
加
楼
羅
元
応
二
年（
一
三
二
〇
）九
月
十
三
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
交
点
了
／
性
然
一
三
★
宝
楼
閣
・
菩
提
場
等
元
応
二
年（
一
三
二
〇
）九
月
廿
二
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
写
了
／
正
中
二
年（
一
三
二
五
）四
月
六
日
奉
伝
受
了
／
□
□（
性
然
）
二
七
普
賢
元
応
二
年（
一
三
二
〇
）九
月
廿
八
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
写
了
／
□
□（
性
然
）
三
〇
随
求
元
応
三
年（
一
三
二
一
）正
月
廿
七
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
写
了
三
八
★
円
満
金
剛
・
歩
擲
等
元
応
三
年（
一
三
二
一
）正
月
廿
七
日
一
交
了 
（
朱
筆
）重
点
交
了　
　
性
然
一
★
両
界
五
仏
元
亨
元
年（
一
三
二
一
）四
月
十
九
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
交
点
之
畢　
　
性
然
九
金
輪
・
熾
盛
光
元
亨
元
年（
一
三
二
一
）五
月
五
日
交
点
了
 
正
中
二
年（
一
三
二
五
）十
二
月
八
日
奉
伝
受
了
一
二
童
子
経
元
亨
元
年（
一
三
二
一
）五
月
十
五
日
以
十
無
盡
院
本
写
了
一
八
如
意
輪
元
亨
元
年（
一
三
二
一
）七
月
十
日
移
点
畢
四
五
吉
祥
・
□
□
元
亨
元
年（
一
三
二
一
）七
月
廿
三
日
交
点
了
四
〇
北
斗
本
元
亨
元
年（
一
三
二
一
）八
月
十
三
日
以
十
無
盡
院
之
御
本
写
了
四
一
北
斗
末
元
亨
元
年（
一
三
二
一
）八
月
十
三
日
点
交
了
五
三
摩
利
支
天
元
亨
元
年（
一
三
二
一
）十
月
十
四
日
交
点
了
五
七
神
供
次
第
…
奥
書
欠
二
四
多
羅
、
毗
倶
胝
、
勢
至
奥
書
欠
表
２ 
『
別
尊
雑
記
』
宝
菩
提
院
本
お
よ
び
当
館
所
蔵
断
簡
の
奥
書
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富岡重憲コレクションの別尊雑記断簡について
註（1
）　
表
具
は
八
幅
す
べ
て
同
じ
仕
様
で
、
絵
Ｄ-
６-
２
菩
提
場
曼
荼
羅
は
箱
蓋
表
に
「
図
像
抄
〈
宝
楼
閣
〉」、
裏
に
「
図
像
抄
巻
末
墨
書
有
之　
田
山
方
南
敬
題
」
の
墨
書
、
絵
Ｄ-
６-
７
歩
擲
明
王
は
箱
蓋
表
に
「
歩
擲
明
王
図
」、
裏
に
「
図
像
抄
〈
原
巻
墨
書
／
元
應
三
年
書
写　
正
中
二
年
傳
受
〉」
の
墨
書
が
あ
り
、
二
幅
と
も
同
一
人
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
。
田
山
方
南
（
一
九
〇
三
～
一
九
八
〇
）
は
文
部
省
国
宝
監
査
官
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
（
2
）　
没
年
に
つ
い
て
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
他
に
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
説
も
あ
る
。
（
3
）　
真
鍋
俊
照
「
心
覚
と
別
尊
雑
記
に
つ
い
て
︱
伝
記
お
よ
び
図
像
「
私
加
之
」
の
諸
問
題
︱
」（『
仏
教
芸
術
』
七
〇
、
一
九
六
九
年
三
月
）、
の
ち
真
鍋
俊
照
『
密
教
図
像
と
儀
軌
の
研
究
』
上
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
再
録
。
（
4
）　
註
３
真
鍋
論
文
参
照
。
た
だ
し
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
本
の
時
代
と
数
量
に
つ
い
て
は
東
寺
宝
物
館
編
『
東
寺
の
密
教
図
像
─
形
像
の
相
伝
─
』（
東
寺
宝
物
館
発
行
、
一
九
九
九
年
）
図
三
三
解
説
に
従
っ
た
。
（
5
）　
真
鍋
俊
照
「
別
尊
雑
記
」
の
図
像
学
的
背
景
」（『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
三
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
）
図
９
、
の
ち
真
鍋
俊
照
『
密
教
図
像
と
儀
軌
の
研
究
』
上
（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
再
録
。
（
6
）　
註
３
『
東
寺
の
密
教
図
像
─
形
像
の
相
伝
─
』
図
三
四
に
深
沙
法
の
奥
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
た
。
（
7
）　
当
館
に
移
管
さ
れ
た
富
岡
美
術
館
蔵
品
カ
ー
ド
の
書
き
込
み
に
よ
る
。
（
8
）　
た
だ
し
、
註
６
『
東
寺
の
密
教
図
像
─
形
像
の
相
伝
─
』
図
三
四
に
は
「
一
四
巻
の
内
三
巻
」（
転
法
輪
印
菩
薩
法
、
吉
祥
天
女
供
養
法
、
深
沙
法
）
が
掲
載
さ
れ
、
解
説
で
は
宝
泉
院
に
伝
来
す
る
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
東
寺
に
お
け
る
原
所
在
地
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
9
）　
奥
書
は
以
下
の
通
り
。「
正
應
六
年
五
月
下
旬
之
頃
。
以
方
便
智
院
之
／
御
本
書
寫
之
畢
。　
　
經
弁
記
之
。
四
十
八
。
／
元
亨
三
年
十
二
月
九
日
。
以
他
人
令
寫
了
。
／
自
交
合
之
御
本
者
。
十
無
盡
院
之
御
本
也
。
／
法
印
性
然
。
五
十
四
。」『
続
群
書
類
従
』
二
六
輯
下
釈
家
部
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
五
年
初
版
）、
一
五
七
頁
。
（
10
）　
こ
の
寸
法
は
奥
田
勲
氏
が
紹
介
し
て
い
る
高
山
寺
の
聖
教
に
押
さ
れ
て
い
る
六
種
の
「
高
山
寺
」
印
（
１
三
・
九
×
一
・
八 
字
高
三
・
六
、
２
四
・
〇
×
一
・
八 
字
高
三
・
一
、
３
四
・
三
×
一
・
八
字
高 
三
・
七
、
４
四
・
四
×
一
・
八 
字
高
三
・
七
、
５
四
・
六
×
一
・
七 
字
高
四
・
四
、
６
四
・
七
×
一
・
七 
字
高
四
・
四
）
の
ど
れ
よ
り
縦
が
長
く
、
今
後
同
じ
押
印
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
奥
田
勲
『
明
恵
：
遍
歴
と
夢
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
二
三
七
～
二
三
八
頁
参
照
。
（
11
）　
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
一
九
八
五
年
、『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
二
〇
〇
二
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、
参
照
。
（
12
）　
村
山
正
榮
氏
は
『
智
積
院
史
』
弘
基
の
項
で
墓
誌
を
引
用
し
、
乙
亥
年
の
春
に
幕
府
よ
り
本
山
主
職
に
補
せ
ら
れ
、
秋
に
権
僧
正
と
な
り
、
翌
年
僧
正
と
な
っ
た
と
記
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
弘
基
は
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
僧
正
で
あ
る
が
、
そ
の
後
で
「
編
者
云
く
」
と
し
て
文
化
二
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
廿
四
日
本
山
住
職
仰
付
ら
れ
、
同
年
八
月
廿
四
日
権
僧
正
に
任
じ
、
同
十
年
（
一
八
一
三
）
二
月
二
十
日
僧
正
に
転
ず
と
付
記
し
て
お
り
、
弘
基
の
僧
正
任
期
に
つ
い
て
は
な
お
考
究
を
要
す
る
。
村
山
正
榮
『
智
積
院
史
』（
弘
法
大
師
遠
忌
事
務
局
、
一
九
三
四
年
）
第
三
編
列
祖
伝
、
第
三
十
世
弘
基
僧
正
、
七
三
～
七
四
頁
参
照
。
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